２・12全国中小業者決起大会への賛同のお願い

資源･原材料の高止まり、サブプライムローン問題に端を発した世界的な金融危機･経済危機により、景気が大きく後退し、中小企業・業者は「先の見通しの見えない」苦境に立たされています。

大企業の大量「首切り」や利益確保のための身勝手なリストラ・非正規切り、単価たたきや一方的取引停止など中小企業いじめも広がっています。物も売れず、仕事は減り、銀行の貸し渋り・貸しはがしが直撃しています。

ところが、麻生内閣の打ち出す景気対策は理念なきバラマキです。大企業向けの減税や大銀行への莫大な公的資金投入、さらには2兆円の「定額給付金」、どれをとっても景気回復を期待できるものではありません。政府は、国民を襲う「百年に一度の危機」に対しまともな対策を打ち出せず、右往左往し混迷を深めています。追加の財政出動はまたもやムダな大型事業を拡大し、大手業者だけを潤すだけのものになりかねません。そして浪費のツケは、３年後の消費税増税で国民に押し付けられます。

また、不況のなかでの負担増が家計を圧迫しています。国保税、介護保険料の相次ぐ値上げ、療養病床の削減、介護施設の経営危機･人手不足は「介護崩壊」ともいうべき深刻な事態を引き起こしています。産科･小児科などの医師不足、医療差別をもたらす後期高齢者医療制度など医療･福祉の貧困も将来不安の要因になっています。

「生活の危機」への不安の高まりや「仕事とお金がまわらない」事態を解決するには、「格差と貧困」をもたらし、破綻している構造改革路線を根本から転換することが求められています。

この間、全国中小業者団体連絡会（全中連）はじめ中小業者団体の運動が実り、緊急保証創設などの成果も生み出してきましたが、不況が急速に全業種に広がりつつある現状の下では決して十分なものではありません。また、金融機関が中小企業金融としての役割を円滑に果たせるような金融検査マニュアルになっていません。銀行業界への指導･監督の強化とともに「貸し渋り」是正のためには事態の深刻さに対応した思いきった措置をとることが求められます。

景気回復のためにイギリスが付加価値税を引き下げる減税を打ち出したことは注目されます。ＥＵのように国民の懐をあたため、個人消費を下支えすることや、雇用の担い手・地域経済を支える主役である中小企業・業者に「仕事とお金がまわる」政策を実行していくことが必要です。

全中連は、経済･金融危機を打開し、中小企業・業者が経済の主役として元気をとりもどし、営々と築いてきた商売をやりがいをもって続けていけることをめざし、左記スローガンを掲げ、全国中小業者決起大会を開催することと致しました。

貴団体から、ご参加いただき、集会参加者への激励をいただければ幸甚です。ご参加が無理な場合でも、集会の趣旨にご賛同頂ければメッセージをお寄せください。ぜひとも、よろしくお願いいたします。

記

「経営とくらしを守れ　経済･金融危機突破！　２・12全国中小業者決起大会」

【要求スローガン】
消費税増税計画を撤回し、生活必需品を非課税にせよ

金融機関の貸し渋り･貸しはがしをやめさせよ

緊急保証の業種指定と部分保証を撤廃せよ

中小業者に仕事を回し、雇用を守って地域振興をはかれ

中小業者切り捨てをやめ、公正な取引ルールを確立せよ

助け合い共済への規制と干渉をやめよ

後期高齢者医療制度を中止し、国民のいのちと健康を守れ

自衛隊派兵をやめ、憲法９条、平和と民主主義を守れ

　【日時】　２００９年２月12日（木）午後１時開会～デモ行進を含め午後４時終了（予定）

　　　　　　午前・省庁交渉、国会議員要請行動

　【場所】　東京・日比谷公会堂（千代田区日比谷公園１‐３）

　　　　　　※デモは日比谷公会堂から国会（旧永田町小学校前）で解散

２００９年１月　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全国中小業者団体連絡会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京都豊島区目白２―３６―１３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（全国商工団体連合会気付）

　　　　　　　　　　　　　　電話０３・３９８７・４３９１　ＦＡＸ０３・３９８８・０８２０

